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１ 国際女性デーのイベントについて 

   より多くの男性の参加が必要と考えるが、どのように促進して

いくのか。 

 

２ 思春期の女性への相談体制について 

   補正予算案に計上されている県立高校における医師によるオン

ライン相談について、具体的にどのように取り組んでいくのか。 

 

３ 小松空港について 

 (1) ターミナルビルの機能強化を進めるには、先進的な空港の運営

に携わる民間事業者の知見を活用し、航空利用者以外も訪れたく

なる魅力ある空港の実現が必要と考えるが、所見を聞く。 

 (2) 中国人利用者の減少や、インターネットでの土産物購入へのシ

フトに伴い、ターミナルビルの売店収入が減少することが懸念さ

れるが、どのように対応していくのか。 

 (3) 空港運営に民間事業者の知見を活用することで、観光客の満足

度や売店収入の向上も実現可能と考えるが、所見を聞く。 

 

４ のと里山ポケモン・ウィズ・ユー空港について 

   リニューアル期間が３年に限定されている理由と、期間終了後

を見据えた取組を聞く。 

 

５ ハンタウイルス感染症について 

 (1) 国内で流行する可能性はあるのか。 

 (2) 新型コロナウイルス感染症への対応経験を踏まえ、未知の感染

症に対し、どのような初動の医療提供体制を整備しているのか。 
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この質疑要旨は、６月３日午後６時３５分に取りまとめたものです。 
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６ 子どもの性暴力・性被害について 

 (1) パープルサポートいしかわについて 

  ア 直近の相談件数の推移及び項目別の相談内容を聞く。 

  イ 創設から８年が経過するが、現在の活動内容と設立当初から

拡充された機能を聞く。 

  ウ 広報啓発活動はどのように行っているのか。 

  エ ＳＮＳでの相談対応について、今後の実施見通しを聞く。 

  オ 外国人への対応はどのように実施しているのか。 

 (2) 教育現場での性暴力・性被害に関する教育の実施状況を聞く。 

 

７ 性教育について 

 (1) 緊急避妊薬についての知識が不十分なまま、安易な性行動に至

ることを防ぐためにも、教育現場において体系的な性教育が必要

と考えるが、所見を聞く。 

 (2) 学習指導要領の改訂に当たり、現状に即した性教育となるよう、

教育委員会からも働きかけることを要望するが、所見を聞く。 

 

８ 災害時のペット対応と動物愛護について 

 (1) 同行避難等への県民の理解を促進するためにも、環境省の「人

とペットの災害対策ガイドライン」の改定後、速やかに情報発信

が必要と考えるがどうか。 

 (2) 災害時のペット対応について、情報の一元化や外部支援の調整、

行政との連携窓口の一本化等を担う団体を設立し、現場調整機能

を強化すべきと考えるがどうか。 

 (3) 簡易なフォーラムなどを開催し、関係機関が日ごろから顔が見

える関係を構築することで、緊急時の連携強化につながると考え

るがどうか。 

 (4) 今議会の議案説明で「犬猫の殺処分ゼロの実現に取り組んでい

く」とあったが、知事の動物愛護への考えを聞く。 

 (5) 動物愛護管理推進協議会での議論を関係者にも伝わるようにす

べきと思うがどうか。 
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 この質疑要旨は、６月３日午後６時３５分に取りまとめたものです。 
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 (6) ふれあいイベントに参加するセラピードッグや飼い主の高齢化

が課題となっていることから、石川県救助犬協会連合会の協力の

下、後継を広く募り、育成を図るべきと考えるがどうか。 

 (7) 動物愛護基金により実施する不妊去勢手術助成の対象には、各

ボランティア団体が独自で行っている取組も含まれるのか。 

 (8) 飼い主の高齢化等を理由とした、ボランティア団体へのペット

持ち込みが増加する中、ボランティア団体による引取りに預かり

料などのルールをあらかじめ整備すべきと考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この質疑要旨は、６月３日午後６時３５分に取りまとめたものです。 


